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新潟 RC ７月第 2 例会 (2020.7.14) （書面例会併催） №３３２８ 

 

(1) 高橋 秀松会長挨拶 

皆さんこんにちは、報道によりますと、九州地方では先週

からの豪雨による多くの災害が報道され犠牲者が出てお

ります。被災された皆様に心からお見舞い申し上げます

とともに、一日も早い復旧をお祈り申し上げます。 

前回は自己紹介で終わってしまいましたので、改めまし

て方針を説明させていただきます。 

新潟ロータリークラブは、1940 年昭和 15 年 4 月 23 日に

発足しました。その翌年の12月に太平洋戦争に突入した

という、日本の内外の情勢が大変不安定な時に、それも

敵国アメリカの「国際間の理解と平和」を標榜するロータリ

ークラブが、この新潟で設立されたわけです。当時の大

先輩の勇気と理想の高さに心からの敬意を表します。 

本年は先人の築き上げた、歴史と伝統とその熱い思いを

次世代に継承しつつ、新しい時代に向けての、クラブの

在り方について、皆さんとともに考えていきたいと思って

います。2020～2021年国際ロータリー ボルガー・クナー

ク 会長は 、 本年度の テ ー マ を 、 Rotary  Opens 

Opportunities「ロータリーは機会の扉を開く」としました。

ロータリアンが、リーダーシップを強化する機会を作り、奉

仕の理念を行動へと移し、支援を必要とする人々の生活

を向上する活動を行うよう喚起しています。 

そして佐藤真ガバナーは、「ロータリーで良いことをしよ

う」のテーマのもと、ロータリー活動を通じて機会の扉を開

き、良い奉仕を行うことを地区運営方針としています。 

私の会長方針ですが、今、日本は、経済的に社会的にも

大きな困難な状況に直面している状況です。このような

時にこそ、4つのテストで同じ価値観を持っている、ロータ

リアンの職業奉仕の実践が大切ではないかと思っていま

す。同時に、ロータリーの基本は親睦とも思っています。

大人数での活動が制限される中で、活発な委員会活動、

同好会活動を通じて親睦を図ってください。各委員会とし

ての懇親会ファイヤーサイドミーテイングをぜひ開催して

親睦を深めることを期待しています。そこで今年度のテー

マを「楽しく親睦を図り良い奉仕を」としました。 

また本年度は、80 周年記念式典の改めての開催に向け

て、山田前会長を委員長とした、80 周年委員会を立ち上

げます。そして、インターシティーミーティングＩＭが 10 月

3 日に、新潟ロータリーがホストとして開催予定となってい

ます。 

各種大会活動が中止変更延期される中で、今後とも新型

コロナウイルスの感染状況による対応は、日々変化して

いくと考えられます。新しい生活様式、ロータリー活動、

例会のスタイルがどのような形になるのかいまだに、見え

てきません。皆さんとは今まで以上に情報を共有し、今で

きることは何かを考え、臨機応変に活動をしていきます。

具体的な活動指針ですが。 

1.例会の充実 

クラブの活力の元は例会の充実にあると思います。例会

は会員間の親睦の場であり、情報交換の場でもあります。

会員による卓話、委員会報告 同好会活動報告を活発に

し、例会の充実に努めてまいります。 

2.会員拡大 

会員数は減少してきており、年齢構成も高齢化が進んで

きています。新潟ロータリークラブの魅力を発信すること

で、クラブを挙げて全員で会員拡大に取り組みましょう。 

3.職業奉仕 

ロータリーの本質は職業奉仕にあります。「最も多く奉仕

するもの 最も多く報われる」この啓発活動とともに会員の

事業に役立つ奉仕プロジェクトを実施していきたいと考え

ています。 

4.社会奉仕 

地区運営方針「ロータリーで良いことを」をもとに、前例に

こだわることなく、地域社会のニーズに合った活動を行い

たいと考えています。 

5.ＩＴ化の推進  

コロナ感染拡大が危惧される中で、オンラインでの会議

を検討していきます。 

6.寄付の促進  

ロータリー財団 米山奨学会 青少年育成基金 それぞ

れの基金寄付の 成り立ち 目的 意義 使われ方を 会

員の皆さんに周知徹底を図ることにより、寄付の促進を進

めて参ります。 

以上述べさせていただきましたが、言葉足らずのところや、

抜け落ちている部分も多くあろうかと思います。基本的に

は各委員会の活動計画を最大限に尊重して活動してま

いります。一年間、佐藤幹事とともに、おもしろおかしく頑

張ってまいります。会員の皆様にはご理解とご指導ご協

力を賜りますよう、お願い申し上げまして挨拶とします。 
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ロータリーは機会の扉を開く 



(2) 新会員紹介 

 

 

 

 

新潟 RC 会員の皆様、初めまして。大和ハウス工業㈱の樽

田 敏と申します。生まれは信州の篠ノ井でございます。

新潟には縁が深く、新潟大学の学生時代から平成 18 年ま

で、県内を転々としておりました。その後、社命によりつく

ば市に 5年、千葉市に 5年、横浜市に 5年の勤務を経て、

青春時代を過ごし、ビジネスの基礎を学んだ新潟に戻って

参りました。新潟経済の発展と地域貢献に少しでもお役立

ち出来ればと思っております。ロータリーは初めてですの

で、皆様に教えを乞いながら活動して参ります。どうぞ宜し

くお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ロータリーの友紹介（小田等広報会報雑誌委員長） 

ロータリーの友電子版の ID/パスワードは下記のとお

りです。ぜひ、ご覧ください。 

ログイン ID rotary パスワード rotary 

(4) 高橋 康隆ゴルフ同好会会長報告 

7月12日今年度第1回目のゴルフコンペを開催し優勝は

東方幸雄さんでした。 

(5) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(高橋 秀樹委員長) 

桒原 美樹君 塚田 正幸君 

米山奨学会寄付発表(栂坂 昌春委員) 

徳永 昭輝君  

青少年育成基金寄付発表(本多 晃副委員長) 

小飯田 澄雄君 樋熊 紀雄君 

徳永 昭輝君 本多  晃君 

(6) ニコニコボックス紹介（中尾嘉則副委員長） 

・本多 晃君 7月12日に行われたロータリーゴルフコンペ

で高橋会長、河西さん、梅澤さんのおかげでベスグロをと

らせていただきました。 

・石橋 正利君 内田エネルギー科学技術財団様から高校

演劇部に寄付する特攻隊を主人公にした「流れれる雲よ」

の DVD の助成金をいただくことになりました。感謝です。 

・小飯田 澄雄君 大和ハウス工業支社長を迎えニコニコ

します。 

・仙石 正和君 一昨日、結婚記念日のお花を頂戴いたし

ました。夫婦ともに日頃は全く思い出さない年ごろとなりま

したが、このお花のおかげで思い出す唯一のきっかけで

す。ありがとうございました。 

・大澤 強君 誕生日のワインありがとうございました。 

・宮島 多佳子君 お誕生日のワインをありがとうございまし

た。 

 

(7) 表彰 

・田村貫次郎さんへマルチプル第 4回ポールハリスフェ

ローメダル伝達 

・高橋 秀松さんへ第１回米山功労者感謝状伝達 

 

＝事業計画の発表＝ 

1 SAA 内山 清  

2 会員増強委員会 石本隆太郎 

3 R 情報委員会 小山 楯夫   

4 広報、会報、雑誌委員会 小田 等 

5 出席委員会 石川 治壱  

6 プログラム委員会 梅津 雅之  

7 親睦委員会 井東 昌樹 

8 ニコニコボックス委員会 小飯田 澄雄 

9 職業奉仕委員会 若槻 良宏 

10  国際奉仕委員会 宇尾野 隆 

 

７月２８日の例会 

～・～ 納 涼 例 会 ～・～ 

会場 イタリア軒  

午後５時受付 ５時３０分 開会 ７時３０分 閉会 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

大和ハウス工業㈱ 新潟支社

支社長 樽田 敏君 
紹介者 田中堅一郎君 
所属委員会 親睦委員会 

http://www.niigatarc.jp/

